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様式第４号（第６条関係） 

 令和５年６月２３日  

 

山陽小野田市議会議長 髙 松 秀 樹 様 

 

 山陽小野田市議会議員政治倫理審査会長 奥   良 秀   

 

審査結果報告書 

令和４年８月３０日付けで調査請求のあった件について、山陽小野田市議会

議員政治倫理条例第８条第１項の規定に基づき、次のとおり審査結果を報告し

ます。なお、審査の経過と附帯意見は別紙のとおりです。 

調査請求の対象となった

議員の氏名 

矢田松夫 

調査請求の対象となった

事由の該当条項 

山陽小野田市議会議員政治倫理条例第３条第１号 

調査請求の対象となった

事由の内容 

別紙１参照 

審査結果 令和５年６月２３日付けで調査請求書の撤回に

ついて（依頼）別紙２を調査請求者が提出され、

受理されたことにより、本調査請求に対する本審

査会での審査は終了となった。 

【理由】 

 調査請求者が、調査請求の対象となる事由の内

容について、山陽小野田市議会議員政治倫理条例

に基づく調査請求として適さないと判断し、撤回

したため。 
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政治倫理審査会における審査の経過 

 

１ 審査会の設置 

  山陽小野田市議会議員政治倫理条例（以下「条例」という。）第５条の規定

に基づき、令和４年８月３０日に ３名の議員の連署で調査請求書の提出が

あり、条例第６条の規定により、議長が令和４年９月１２日に審査会を設置

し、次の８人の議員を審査会の委員に任命した。 

  伊場勇議員、大井淳一朗議員、奥良秀議員、 

中岡英二議員（１０月１２日付けで藤岡修美議員と交代）、 

中島好人議員、宮本政志議員、白井健一郎議員、吉永美子議員 

 

２ 審査の目的 

  調査請求の対象となる事由１～４にあるように矢田松夫議員の行為が政治

倫理基準である「市民全体の代表者としての品位と名誉を保持し、その職務

に関して疑惑をもたれる行為をしないこと」に該当するかどうかを本条例に

照らし審査するものである。 

 

３ 審査の経過 

 【第１回審査会】 

   令和４年９月１２日、全委員出席の下、第１回審査会を開催し、条例施

行規程第４条の規定により、審査会の会長に奥良秀委員、副会長に吉永美

子委員が選出された。 

   

【第２回審査会】 

令和４年１０月３日、全委員出席の下、第２回審査会を開催し、条例第

７条第１号に規定する調査請求の適否について審査した。結果、適となっ

たため、調査請求者から調査請求の対象となる事由１から４の説明をして

もらい、審査を行った。次に、矢田松夫議員を参考人として招致し、事情

の聴取をすることを決定した。 
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【第３回審査会】 

  令和４年１０月１４日、白井委員欠席の下、第３回審査会を開催し、矢

田参考人からの事情の聴取を行った。 

なお、後日、この度の調査請求に添付された資料について、公開される

ことを承諾していない旨の申立てが資料の所有者からあったことから、該

当部分の記録については黒塗りとすることになった。 

   次に、政経フォーラム２１代表者樋口氏を参考人として招致し、事情の

聴取をすることを決定した。 

【第４回審査会】 

  令和４年１０月２８日、全委員出席の下、第４回審査会を開催し、樋口

参考人から事情の聴取を行った。 

  次に、矢田議員と行動を共にされている共産党市議団の議員を参考人と

して招致し、事情の聴取することを決定した。 

【第５回審査会】 

  令和４年１１月２２日、全委員出席の下、第５回審査会を開催し、山田

議員から事情の聴取をする予定であったが、出席要請には応じられないと

の返答があった。審査会で協議の結果、参考人として来ていただくよう、

再度依頼することを決定した。 

【第６回審査会】 

  令和４年１２月１６日、全委員出席の下、第６回審査会を開催し、山田

議員から事情の聴取をする予定であったが、出席要請には応じていただけ

なかった。審査会で協議の結果、参考人に対し議長名での正式な文書を送

付し、出席を再度要請することを決定した。 

【第７回審査会】 

  令和４年１２月２０日、全委員出席の下、第７回審査会を開催し、山田

参考人から事情の聴取をする予定であったが、出席要請には応じていただ

けなかった。審査会の協議の結果、会長と副会長で山田議員に対して、審

査会への出席を再度求めていくことを決定した。 

【第８回審査会】 

  令和５年１月２３日、全委員出席の下、第８回審査会を開催し、山田議
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員から事情の聴取をする予定であったが、出席要請には応じていただけな

かった。結果、山田議員から事情の聴取を継続して要請するとともに、争

点整理を行っていくことを決定した。 

【第９回審査会】 

  令和５年２月２４日、全委員出席の下、第９回審査会を開催し、争点整

理を行った。審査の結果、山田議員に対して確認したいことを抽出して送

付し、出席を再度求めることを決定した。 

【第１０回審査会】 

  令和５年３月８日、全委員出席の下、第１０回審査会を開催し、山田参

考人から事情の聴取を行った。結果、矢田議員との関係は確認できなかっ

た。次に、矢田議員と政経フォーラム２１代表者樋口氏を参考人として招

致し、事情を聴取することを決定した。 

【第１１回審査会】 

  令和５年３月１０日、全委員出席の下、第１１回審査会を開催し、矢田

参考人と樋口参考人から事情の聴取を行った。次回は自由討議を行うこと

を決定した。 

【第１２回審査会】 

  令和５年３月２２日、全委員出席の下、第１２回審査会を開催し、自由

討議を行った。その結果、各委員の意見は出たが、議事録を再度精査して

自由討議を行うことを決定した。 

【第１３回審査会】 

  令和５年４月２４日、伊場委員欠席で第１３回審査会を開催し、２回目

の自由討議を行った。自由討議の結果、政治倫理条例に違反していないと

いう意見があるものの、全く無関係でないという意見や違反しているとい

う様々な意見が出た。次回は、政治倫理条例違反の存否について行うこと

を決定した。 

【第１４回審査会】 

   令和５年６月２１日、全委員出席の下、第１４回審査会を開催し、第１

２回、１３回の自由討議の内容を会長が委員に報告した。次に、政治倫理

基準の違反行為の存否について質疑、討論及び採決に移ったが、質疑、討
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論はなく、賛成多数で本事案は政治倫理条例第３号第１号に違反すること

を審査会で認めた。このことにより、矢田議員に弁明の機会を与えること

とし、日時を決定した。 

【第１５回審査会】 

  令和５年６月２３日、全委員出席の下、第１５回審査会を開催した。別

紙２のとおり、調査請求書の撤回が提出されたため、審査会を終結し、報

告書作成は会長、副会長一任と決定した。 








